
◎表出行動のうち、 顔の向きについて着目

●顔を上げて黒板や授業者を見ている場合をカウントしていく
　デバイスを javasprict言語を使って、 webアプリケーション
　として作成
①teachable machineを用いて、画像判定のモデルとして、
「顔を下や横に向けている」と「顔を上げて前を向いている」の２つのパター
ンを判定するモデルを作成

②デバイスの仕様
　

・「顔を上げて前を向いている」と認識精度 70％以上で、
　　一定の間認識された場合に１とカウントされ、棒グラフに
　　リアルタイムで反映、表示
・60分を6等分し、現時刻の時間帯によりカウントを分計
・被験者が前を向いている間はそのカウントが
　　徐々に加算されていく
※上の写真では、「顔を上げて前を向いている」と 100%認識されて
　おり（左下のグラフ）、このまま 70%以上の状態が続けば、
　右の棒グラフの値が増えていく。
　この時の時刻が、 12時34分だったので 30~39分間の区間の値が増加

　　
　　　　　

　勉強の成績を良くするには勉強時間を伸ばすことは必須であるが、必ず
しも勉強時間が長い人が良い成績を取るとは限らないと感じることがある。
そこで、勉強の成績が良い人と悪い人の間では、 授業中の表出行動に違
いがあるのではないかと考えた。
　先行研究によると、学生の授業全体を通じての表出行動の総量と授業全
体についての内的状況との関連を分析した結果、 授業者を見る量が多い
学生ほど授業の理解度が高い ことがわかった。しかし、この研究で得た
データはビデオ映像を元に実験者自身が観察された表出行動を数えていく
ものであったため、確認に大きな手間がかかり、被験者も 10人だけであっ
た。
　そこで、私たちは表出行動をAIによる画像判定を利用して数値化すること
で、より効率的で客観的に授業中の表出行動と授業内容の定着度の関係
の研究をより多くの被験者を対象としてできないか と考えた。さらに、最終
的には、MSL（学習管理システム）として、受講者の授業中の表出行動の特
性と授業の定着度のデータを管理者が確認できるようなツールのもととなる
ものを開発し、 eラーニングによる教育の質を高めたい。 上の結果より、「 0~9分」「30~39分」「40~49分」「50~59分」の区間では相関が

なかったが、「 10~19分」「20~29分」の区間では 0.3以上の弱い正の相関が見
られ、そのグラフは以下のようになった
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背景

結果

顔の向きに加えて、授業中の 筆記量について着目

p5stickC-Plusを加速度センサーとしてシャーペンに
取り付け、シャーペンが動き、 一定の加速度を
超えたときの回数を数えて表示する装置を作った

現在は加速度装置を改良し、まだデータを取っている最中だが、
この装置で測定したデータとテストの点数との相関をとり、
授業中の筆記量と授業の定着度の関係 を明らかにしたい

①各個人の PCで判定デバイスをブラウザ上で開き、自分自身をデバイスに
写しながら、 60分間化学の授業を受けてもらい、
授業中どのくらい顔を前に向けていたのかを生徒 20人を対象に測定した
②その2日後にその授業内容の振り返りテスト
（暗記中心の 10問）を①の生徒 20人に受けてもらい点数を出した

「前を向いている」と判定された回数と振り返りテストの点数との
相関を10分ごとに出した
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展望

考察
「10~19分」「20~29分」の間ではテストの点数と
前を向いていると判断された回数に相関が見られた

先行研究のように、顔を上げている人のほうが授業の理解度が高いと
部分的にはいえるような結果が得られたが、 相関が弱く、顔を上げて黒板や
授業者を見ている人のほうが、授業の定着度が高いと断言できるほどの結
果は得られなかった
◎原因
・被験者の数や測定データ数が少ない
・デバイスへの被験者の写り方に少しばらつきがあり、
　測定値の正確性が少し欠けている

◎改善点
・被験者の数を増やしたり、実験を繰り返したりして最低でも 50人分の　デー
タを取る
・デバイスへの被験者の 写り方をなるべく統一して、より正確な
　データが得られるようにデバイス上に写り方の説明を写真などを
　用いて説明

目的
・AIの画像判定を用いて表出行動を数値化するデバイスの開発
・生徒の授業中の表出行動と授業内容の定着度の関係を
　明らかにする

実験方法

デバイスについて

サンプルの撮影(上)↑
顔を下や横に向けている時(左)
顔を上げて前を向いている時(右)
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